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　今回われわれは，2008年 4 月～2015年 3 月の ₇ 年間の松本歯科大学病院での誤飲・誤嚥症例について
報告する．
【方法】2008年 4 月～2015年 3 月の間に報告された医療事故とヒヤリ・ハット事例を元に集計した．集
計項目は，年度別の誤飲・誤嚥の報告数，年度別の医療事故とヒヤリ・ハット報告数，誤飲または誤
飲・誤嚥が疑われた物とした．
【結果】 ₇ 年間の誤飲の発生件数は合計19件で，2008年度 2 件，2009年度 8 件，2010年度 2 件，2011年
度 1 件，2012年度 1 件，2013年度 2 件，2014年度 3 件であった． ₇ 年間の歯科外来受診患者総数に対す
る発生率は0.0024％であった．一方，誤嚥の報告はなかった．誤飲または誤嚥が疑われて胸部・腹部
エックス線写真撮影を行い，実際に誤飲・誤嚥はなかった症例の報告数は 8 件であった．
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　医療事故，ヒヤリ・ハット報告にしめる誤飲・誤嚥の報告数の割合は2008年度 6 ％，2009年度16％，
2010年度 2 ％，2011年度 1 ％，2012年度 3 ％，2013年度 ₇ ％，2014年度 4 ％であった．
　誤飲した物，誤飲・誤嚥が疑われた物の中で最も多かったのは，補綴・修復物で11件で，その内訳は，
鋳造冠 5 件，インレー・アンレー 2 件，根面板 2 件，TEK 2 件であった．次いで多かったのは，回転


















る一端として，ヒスタミン H3受容体およびその関連物質による NET 輸送活性に対する影響を検討した．
【方法】NET 輸送活性の評価は，ラット大脳から調整したシナプトソーム，およびヒト NET 1 ⊘ラッ
ト H3R 遺伝子導入 COS–₇細胞を用いて，［3H﹈–ノルアドレナリン取り込みをシンチレーションカウン
ターで測定することにより行った．NET 蛋白質の発現はヒト NET 1 抗体を用いたウエスタンブロット
により，蛋白質相互作用は免疫沈降法により検討した．また，野生型ラット H3R を定常発現した CHO
細胞を作製し，これにラット H3R 遺伝子導入することにより，より正常状態に近い条件における NET
蛋白質発現への影響を検討した．
【結果】シナプトソームにおいて H3R アゴニストは NET 輸送活性を抑制し，H3R 遺伝子導入 COS–₇
細胞でも対照群と比べ NET 輸送活性が減少した．この機構を NET の機能および膜発現に分けて検討
したところ，成熟 NET 発現は細胞質および細胞膜画分で減少しており，さらに，NET と H3R の細胞
内での蛋白質相互作用が認められた．また，この条件下で H3受容体リガンドおよびフォルスコリンの
影響について検討した結果，脳シナプトソームと同様，NET 輸送活性は H3R アゴニストにより有意な
減少を，アンタゴニストにより有意な増加を示すとともに，フォルスコリンによる有意な増加が認めら
れた．一方，受容体機能を欠失していると考えられる変異遺伝子の導入ではアンタゴニストによる影響
は認められなかった．なお，ラット H3R を定常発現した CHO 細胞においても，H3R の共発現による
NET 輸送活性の抑制と成熟 NET 発現の細胞膜画分での減少が認められた．
【結論】H3R を介する NET 輸送機能抑制が細胞発現系でも認められたことより，H3R を介する NET
機能の制御機構の存在が確認されるとともに，NET と H3R の蛋白質相互作用による NET 発現制御機
構も存在することが示唆された．
★本文41-2.indb   230 2016/03/07   16:53:58
????????????? 231














CT 検査および MR 検査を行った．CT 画像では，左側舌尖部に比較的境界明瞭な low density area を




あった．男性は ₇ 名，女性は ₇ 名であり性差は認めなかった．臨床症状は殆どが舌の無痛性腫瘤や腫脹
であり，構音障害，咽頭部のつかえ感や耳痛を来たした症例が僅かにあるのみであった．大きさに関し



















灰化球のごく一部に dentin sialophosphoprotein（DSPP）や dentin sialoprotein（DSP）が確認され，
石灰化球の周囲の紡錘形細胞が Nestin 陽性を示した．
【考察】dentinoma は形成異常を伴う様々な大きさの象牙質，歯原性上皮および成熟した結合組織に
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より構成され，組織学的に mature type と immature type に分類される．ID は成熟した結合組織内の
歯原性上皮により特徴づけられる．本症例では間葉組織内に多くの歯原性上皮が散在していた．これら
の所見が本症例を ID とする根拠である．興味深いことに ANKER や TAKEDA らが報告した ID の骨
様象牙質内の石灰化球の存在に加え，間葉組織内にも紡錘形細胞の集簇を伴った石灰化球がみられた．
更にこの石灰化球は DSPP と DSP に，紡錘形細胞は Nestin に陽性を示した．マウス歯胚では Nestin









2（Albert Einstein College of Medicine, USA）
【目的】骨髄間葉系幹細胞（BM–MSC）は，間葉系に属する細胞を供給する．これまで BM–MSC は
様々なマーカー分子を用いて分取され，その機能解析が行われてきた．しかし，その in vivo における
詳細は明らかではなかった．我々は，マウス発生初期の骨形成予定領域に Osterix（Osx）陽性細胞の
広範な分布を見出した．そこで，発生初期の Osx 陽性細胞は BM–MSCs の起源を含むという仮説を立
てた．今回，マウスの発生初期における Osx 陽性細胞の系譜を解析し，生体内における BM–MSC の
同定を試みた．








【考察】以上より，新生仔期の Osx 陽性細胞は，成体の BM–MSC の起源を含むことが明らかになった．
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